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１．湯沢河川国道事務所における平成２４年度事業概要のポイント

①事業別配分額（業務取扱費を除く事業費）

②事業のポイント

＜河川事業＞

○鵜巣地区（河川改修事業）の完成
う の す

○雄物川中流部（河川改修事業）の推進
おものがわ

○湯沢地区（消流雪用水導入事業）の完成
ゆざわ

＜砂防事業＞

○八幡平山系直轄砂防事業の推進
はちまんたいさんけい

＜成瀬ダム事業＞
な る せ

○転流工工事の継続

＜道路事業＞

新規事業

○｢秋田１３号交差点改良等(石成交差点改良)」に新規着手します。
いしなり

供用事業

○「神宮寺バイパス」の全線暫定供用
じんぐうじ

継続事業

○｢院内道路」の工事推進
いんない

○｢秋田１３号交差点改良等（杉沢新所）（ 杉沢森道上）（石成）歩道整備の推進
すぎさわあらどころ すぎさわもりみちうえ いしなり

○｢秋田１３号交差点改良等（ 醍醐）交差点改良」の推進
だ い ご

(単位:百万円)

区分 H24予算
H23予算
(当初）

倍率
H24/H23

河 川 事 業 3,075 4,159 0.74

　うち河川関係 1,938 1,994 0.97

　うちダム関係 744 1,652 0.45

　うち砂防関係 393 513 0.77

道 路 事 業 2,449 2,650 0.92

事務所合計 5,524 6,809 0.81
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２．河川事業概要
【河川改修事業】

●鵜巣地区は度重なる浸水被害を受けているため、兼用堤防の整備を推進し、平
うの す

成２４年度は当該地区を完成させます。

●雄物川中流部は度重なる浸水被害を受けているため、堤防の整備を推進し、早
おものがわ

期完成を目指します。

【消流雪用水導入事業】

●水量の豊富な雄物川から湯沢市内を流れる中小河川へ導水し、中小河川におけ
ゆざわ

る排雪による河道閉塞や、これに伴う流雪溝の閉塞による冠水被害等を解消
か どうへいそく

します。平成２４年度は取水施設や導水路の整備を推進し、事業完成を図りま

す。

【河川工作物関連応急対策事業】

●老朽化した樋門・樋管周辺施設の調査及び機能向上を図ります。
ひ もん ひ かん

【直轄砂防事業】

●八幡平山系直轄砂防事業の一環として、土砂災害を軽減すべく火山砂防事業
はちまんたいさんけい

を推進します。

・先達川第２砂防堰堤の整備を推進し、平成２４年度の完成を目指します。
せんだつがわ

・新たに、水沢第３砂防堰堤の事業に着手します。
みずさわ

【多目的ダム建設事業（成瀬ダム）】

●転流工工事（仮排水路トンネル）を継続実施します。

３．道路事業概要（一般国道１３号）
【地域連携推進事業】

●「神宮寺バイパス」は、平成24年度全線暫定２車線供用を目指し、残る2.4㎞
じんぐうじ

の北楢岡～宇留井谷地地区の用地補償、現道部拡幅工事（改良・舗装工事）を
きたならおか う る い や ち

行います。

●「院内道路」は、下院内トンネルに工事着手するとともに、改良及び雄勝川の
いんない しもいんない

橋梁工事、上院内トンネルの工事を推進します。
かみいんない

【交通事故重点対策事業・交通安全施設等整備事業】

事故ゼロプランを重点的に推進するとともに、交通安全施設等の整備を図ります。

主な事業として

●｢秋田１３号交差点改良等（石成交差点改良）」に事業着手します。
いしなり

●「秋田１３号交差点改良等（杉沢新所歩道整備）」に工事着手するとともに、
すぎさわあらどころ

「秋田１３号交差点改良等（杉沢森道上歩道整備）」「秋田１３号交差点改良等
すぎさわもりみちうえ

（石成歩道整備）」「秋田１３号交差点改良等（醍醐交差点改良）」の用地買収
いしなり だ い ご

を推進します。

以上の事業を効果的・効率的に行い、コスト縮減に努めてまいります。



湯沢河川国道事務所事業位置図

鵜巣地区「河川改修事
業

湯沢地区「消流雪用水導入事業」

八幡平山系直轄火山砂防事業

雄物川中流部
「河川改修事業」
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拡大

神宮寺バイパス

院内道路

国道１３号交差点改良等
（醍醐交差点改良）

（石成歩道整備）

国道１３号交差点改良等
（杉沢森道上歩道整備）
（杉沢新所歩道整備）

（石成交差点改良）

成瀬ダム



雄物川上流河川改修事業（鵜巣地区）

完成 秋田県雄勝郡羽後町
う ご

おものがわ うのす
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お が ち

【事業の概要】
雄物川上流鵜巣地区は、雄物川の洪水により家屋浸水や県道の通行

止めが発生しています。道路管理者（秋田県）と共同で兼用堤防の整備
を推進し、再度災害防止を図ります。

■近年出水の状況

■整備状況

【整備効果】
兼用堤防整備により、雄物川氾濫による家屋浸水、道路通行止めを防ぎ、安全・安心

な生活を確保します。

堤防施工状況（下流部） 堤防整備状況（上流部完成）

【平成24年度の事業内容】
平成24年度は、下流部の堤防整備を実施し、当該地区を完成させます。

雄物川

道路W=9.0m

1:1.0
兼用堤防

1.5m
HWL

1:1.0
兼用堤防

1.5m
HWL

県
道
県
道

■兼用堤防標準図
雄物川

県道

平成16年7月洪水状況

雄物川

鵜巣地区
L=1215m

平成18年12月洪水状況



雄物川上流河川改修事業（中流部）

継続 秋田県大仙市
だいせん

おものがわ

【事業の概要】
雄物川中流部（※）は無堤地区が多く、著しく治水安全度が低い状況に

あるため、雄物川の洪水により、度重なる浸水被害を受けています。堤防
整備を推進し再度災害防止を図ります。
※雄物川中流部：淀川合流点～玉川合流点（大仙市協和小種～大仙市神宮寺）

－5－

孤立した住民の救助

大仙市寺館地内
雄物川

■整備状況

堤防施工状況 河川構造物（樋門）施工状況

■H23年6月出水の状況

河川構造物（樋門）整備状況

【整備効果】
堤防整備により、雄物川氾濫による浸水被害を軽減させ、安全・安心な生活を確保し

ます。

【平成24年度の事業内容】
平成24年度は、用地取得、河川構造物（樋門）、堤防の整備を推進します。

平成23年6月25日 撮影

雄物川

堤防整備



雄物川上流消流雪用水導入事業（湯沢地区）

完成 秋田県湯沢市
ゆざわ

おものがわ ゆざわ

【事業の概要】
水量の豊富な雄物川から市内を流れる中小河川へ導水し、排雪による
中小河川の河道閉塞や、これに伴う流雪溝の閉塞による冠水被害等を
解消します。

【整備効果】
冬期の積雪による、家屋・宅地の除排雪作業、道路交通の阻害、河道の閉塞を軽減・
解消し、安全で快適な生活環境の確保を図ります。

【平成24年度の事業内容】
平成24年度は、取水施設、着水施設、導水路を整備し、事業を完成させます。

湯沢市街

上関地区

▲雪により閉塞した中小河川

←
鉦
打
沢
川

▲雪堤で幅が狭められ危険な通学路

＜H22・H23最深積雪（秋田県湯沢市）＞

H23年度積雪状況

気象台観測史上1位
（湯沢市で175cm）

H22
H23

平年値

H22豪雪に匹

敵する積雪

閉塞

導水により･･･

湯沢市街（松沢川）
の試験通水による
効果（H24年2月）

事業効果イメージ
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（※出典：気象庁ＨＰ）

かどう へいそく



八幡平山系（秋田県）直轄砂防事業（先達川第２砂防堰堤）

完成 秋田県仙北市
せんぼく

はちまんたいさんけい せんだつがわ

【事業の概要】
八幡平山系は秋田県・岩手県の2県にまたがり、秋田県側には秋田

駒ヶ岳・秋田焼山の２つの活火山を有します。大量の不安定土砂の流出
による災害防止及び火山噴火による降灰後の降雨に起因する土石流被
害を軽減するため、砂防堰堤群の整備を推進し、大規模土砂災害から保
全するものです。

位置図・写真等

【整備効果】
砂防堰堤の整備により、土砂流出による被害の軽減を図ります。

グラフ・写真等

【平成24年度の事業内容】

コンクリート堰堤本体工 １式

← 雄物川水系玉川

国道３４１号 ←
先
達
川

位置図

先達川は、秋田駒ヶ岳火山
地帯特有の脆弱な地域の
幹川となっている。

先達川第２砂防堰堤

せんだつがわ

秋田駒ヶ岳

田沢湖スキー場

Ｒ３４１

県道
西山生保内線

先
達
川

→

先達川第２砂防堰堤

玉川 →

せんだつがわ

乳頭温泉郷

鶴の湯

先達川第２砂防堰堤
せんだつがわ

先
達
川

H23.12撮影先達川第２砂防堰堤施工状況
せんだつがわ

田 沢 湖

－7－



用地着手

事業化

道路規格

起終点

一般国道13号は、福島県福島市と秋田県秋田市を結び、広域交流の支援並びに沿線市町村の連携

強化を図る幹線道路である。

神宮寺バイパスは、大仙市神岡地区における国道13号の交通混雑の解消と冬期における道路交

通の安全性の向上等を目的としている。

平成14年度工事着手平成12年度

平成9年度都市計画決定平成10年度

W=12.0m幅員第1種 第3級 設計速度80km/時

9.6km

7.2㎞

延 長

供用済

自：秋田県大仙市花館

至：秋田県大仙市北楢岡事
業
の
概
要

事
業
の
目
的

一般国道13号 神宮寺バイパス事業名

【標準横断図】

神宮寺バイパス

起点部 終点部

hij51013
タイプライターテキスト
－８－



用地着手

事業化

道路規格

起終点

一般国道13号は、福島県福島市を起点とし、秋田県秋田市に至る約360㎞の路線であり、福島

県、山形県及び秋田県を結ぶ産業、経済及び文化の発展に大きな役割を果たしている主要幹線

道路である。

院内道路は、災害等発生時における緊急輸送道路の信頼性向上、代替路の確保、冬期交通障害

の解消を図るとともに、東北中央自動車道の一部として、秋田県内陸部と山形県内陸部の交流・連携

を促進する高規格ネットワークを構築する延長３．０ｋｍの自動車専用道路である。

平成19年度工事着手平成19年度

―都市計画決定平成15年度

W=12.0m幅員第1種 第3級 設計速度80km/時

3.0km

―

延 長

供用済

自：秋田県湯沢市上院内

至：秋田県湯沢市下院内
事
業
の
概
要

事
業
の
目
的

一般国道13号 院内道路事業名

院内道路

起点部 終点部

hij51013
タイプライターテキスト
－９－




